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2023年4月1日～ENTRY START　




[後援]文部科学省、環境省、国土交通省、農林水産省、こども家庭庁、ドイツ連邦共和国大使館、全国国公立幼稚
園・こども園長会、全国私立幼稚園連合会、(福)全国社会福祉協議会全国保育協議会、(福)日本保育協会、(公社)
全国私立保育連盟、全国小中学校環境教育研究会、(一社)日本保育学会、(公社)こども環境学会、ＮＰＯ法人全国
認定こども園協会、(一社)環境教育学会、(公社)日本ナショナル・トラスト協会、日本ビオトープ管理士会

全国
の学
校・
園庭
の

BIOTOP

募集
中‼



（FRY）〆切
ご要望にお応えして

7/31(MON)
　まで受付延長します！






ドイツで考案された学校ビオトープ・園庭ビオトー
プをわが国に紹介して、はや30余年。
2年に 1度のBIOTOP﻿のお祭り「全国学校・園庭ビ
オトープコンクール」は、多くの寄付や協賛、後援
に支えられ、日本生態系協会が実施しています。




BIOは生きもの、TOPは空間の意。
BIOTOP﻿（ビオトープ）は、野生の生きものが
生息する場所・空間のことを言います。

森や林、草はら、池、小川、浜辺など、身近な
自然の中には本来、いろいろなビオトープがあ
ります。こうしたいろいろなビオトープが豊か
な自然をかたちづくり、私たちの健全な生活の
いしずえとなります。

現在、日本も約束した国際的な目標である
30by30（サーティ・バイ・サーティ）の達成
が求められています。これは、生物多様性の損
失を食い止め、回復させる（ネイチャーポジテ
ィブ）とともに、2030年までに陸と海の30％
以上を健全な生態系として確実にまもることを
目指しています。この取り組みは、国としてだ
けではなく、都道府県や市町村、そして企業、
学校や幼稚園、保育園、更に個人の庭において
も努力が求められています。

日常的に自然とふれあい、地域の自然をお手本
にして、校庭や園庭に体験の場がつくられる
「学校ビオトープ」や「園庭ビオトープ」は、
まさに生物多様性の損失を食い止め、回復させ
ることにつながる重要な取り組みとなり、子ど
もたちにとって生きた教材となりえます。

1999年から隔年で実施し、2005年からは秋篠
宮皇嗣殿下にご臨席を賜り開催しているこのコ
ンクールも、今回で13回目(25年)となります。
ビオトープに取り組む学校・園の皆さま、ぜひ
ご応募ください。

コンクールへの参加は、取り組みをふりかえり
専門家のアドバイスを得てこれからにつなげて
いく機会となります。
ビオトープの更なる向上に活かしてください。




2023年

6/16
消印・メール送信有効

●募集対象：学校ビオトープに取り組む学校
　　　　　　園庭ビオトープに取り組む園

　　　　　（応募は学校・園単位でお願いします）



●応募に必要な書類（データ可）
　　　　1．応募用紙
　　　　2．ビオトープの様子が分かる
　　　　　  カラー写真
　　　　3．活動の様子が分かる資料



●募集要項や応募用紙はHPでダウンロード
　できます。

●スケジュールは以下のとおりです。

         2023年ーーーーーーーーーーー
                  4/ 1㊏    
                  6/16㊎   
                  7~11月    
　　　　       11月下旬 
         2024年ーーーーーーーーーーー
　　　　   　1/28㊐　『発表大会』の開催
　　　　　　　          大臣賞など上位5賞の事例発表…ほか






公益財団法人　日本生態系協会
〒171-0021
東京都豊島区西池袋2-30-20音羽ビル
TEL.03-5951-0244　FAX.03-5951-2974




(金)　



応募開始
応募〆切
審査
受賞校・園の発表

　　ご要望にお応えして

7/31
　　まで受付延長します！




(月)　




